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(3) トラス橋の弾塑性状態における安定性に関する 3 つの重要な問題すなわち節点聞の圧縮部材の座屈，
ポニートラスの横倒れ座屈および組合わせ荷重下の 2 主桁橋の側方座屈の各問題に関して強度設計に
活用できる資料を提供している。
(4) トラス橋および吊橋の補剛トラスの構面せん断変形および断面変形が橋梁の静的ならびに動的性状
に及ぼす影響を明確にしている。これによって偏心鉛直荷重および、水平荷重を受けるトラスの主構，
横構および対傾構の適正な設計を可能にしている。
以上の研究成果は，代表的な橋梁形式である 2 主桁橋，トラス橋，吊橋の立体的力学性状に関して多
くの新しい知見を与えると共に，それらに適応した設計計算法を確立し，鋼橋の設計の合理化を推進す
るもので，橋梁工学に寄与するところが大き ~\o よって本論文は博士論文として価値のあるものと認め
る。
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